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学校法人 佐山学園
アジア動物専門学校
1．学校の概要・目標及び計画
（1）学校の概要
	設置者名
	学校法人佐山学園

	学校名
	アジア動物専門学校

	所在地
	〒315-0015　茨城県石岡市貝地2-8-38

	連絡先
	TE L 0299-35-5380  FAX 0299-35-5381

	理事長
	佐山　等

	学校長
	佐山　百合子

	設置認可
	2007年3月



（2）学校の沿革
1994年4月　茨城県水戸市城南に茨城愛犬美容専門学院を開校
1995年4月　インターナショナルキャットクラブグルーマーライセンス指定校に認定　
2006年5月　茨城県水戸市白梅に移転し、茨城愛犬ビジネススクールに校名変更
2007年4月　茨城県石岡市貝地に茨城県知事の認可を受け学校法人佐山学園アジア動物
専門学校を開校
2010年4月　一般社団法人ジャパンケネルクラブトリマー養成協力機関に認定
2010年12月　茨城愛犬ビジネススクールをアジアインターナショナルグルーミングカレッジ
　　　　　　　　　に校名変更
2014年3月　動物総合学科が文部科学大臣により職業実践専門課程に認定
2016年4月　第二校舎アネックス完成、併設の「動物の病院」開院
2018年10月　動物総合学科4コースが厚生労働大臣により専門実践教育訓練校に指定

（3）教育目標
建学の精神
欧米の動物福祉の文化と伝統を取り入れ、
我が国の動物愛護を啓蒙し、新しい文化の創造を目指す
教育理念
建学の精神に基づき、豊かな人格形成に努め、
真の動物との共生の実現に寄与できる
心豊かなスペシャリストを育成する
教育目標
世界に通用する技術力の育成
高い知識に裏付けられた応用力の育成
動物愛護の精神に溢れた豊かな心の育成
動物と共生する喜びと感謝の気持ちを育成
（4）役員名簿

	役職名
	氏名

	理事長
	佐山　等

	理事
	佐山　百合子

	理事(学外者)
	小笠原　忠彦

	理事(学外者)
	根本　裕一

	理事(学外者)
	大聖寺谷　敏

	理事(学外者)
	皆川　武久

	監事(学外者)
	伊藤　敦彦

	監事(学外者)
	行木　明宏



（5）その他の諸活動に関する計画
安全関係　　防災訓練、消防設備定期点検の実施
保健関係　　定期健康診断、薬物乱用防止教室の実施


2．動物総合学科の教育
（1）入学者の受け入れ方針
募集要項とアドミッションポリシーに基づき、本校の教育に相応しい資質・能力等を有しているか総合的に判定する。

（2）学科・定員
	課程名
	学科名
	昼夜
	修業年限
	入学定員
	収容定員

	文化教養専門課程
	動物総合学科
	昼
	2年
	80名
	160名



（3）学生数（2019年度）
	学科名
	1年
	2年
	合計

	動物総合学科
	69名
	52名
	121名



（4）カリキュラム
ホームページ「職業実践専門課程の基本情報」に記載
ペットスタイリストコース　http://www.aaa.ac.jp/pdf/senmon_curriculum_2019PS.pdf
アニマルケアコース　http://www.aaa.ac.jp/pdf/senmon_curriculum_2019AC.pdf
ベテリナリーテクニシャンコース　http://www.aaa.ac.jp/pdf/senmon_curriculum_2019VT.pdf
ドッグトレーナーコース　http://www.aaa.ac.jp/pdf/senmon_curriculum_2019DT.pdf


（5）シラバス
ホームページ「シラバス」に記載　　http://www.aaa.ac.jp/syllabus.html

（6）成績評価基準
①成績評価はシラバスにある授業科目毎の成績評価方法により評価を行います。授業科目毎に成績評価方法が異なりますので、シラバスで確認してください。
②成績評価は下記の通り行います。
	評価
	秀
	優
	良
	可
	不可

	点数
	90～100点
	80～89点
	70～79点
	60～69点
	59点以下

	判定
	合格
	不合格



③GPA制度
学生の履修行動や学習意欲を高めるために、下記の通りGPA（Grade Point Average）制
度を採用しています。
GPAの算出は、各科目のGP×単位数の合計÷総単位数で求めます。平均値が1.00未
満の学生には、勉学に対する注意喚起がなされ、一層の努力を求めます。

科目による到達度評価変換基準
	成績評価
	科目による到達度評価（GP）

	秀
	4

	優
	3

	良
	2

	可
	1

	不可
	0


　
プログラム到達度評価変換基準
	参考平均値
	プログラム到達度評価（GPA）

	3.00-4.00
	極めて優秀(Excellent)

	2.00-2.99
	優秀(Very Good)

	1.00-1.99
	良好(Good)





（7）単位認定基準
①単位認定
　　　全授業科目において、下記の基準により単位認定を行います。
②単位認定基準
　　　単位認定のためには、下記の基準を共に満たさなければいけません。
　　　・成績評価が「可」以上
　　　・出席率が2／3以上
③遅刻・早退の取り扱い
・遅刻・早退については、3回で欠席１回とみなします。
・授業開始後15分未満受講していない場合は遅刻とします。
・授業終了前15分未満受講していない場合は早退とします
・2時間以上連続する科目については全体の2／3以上受講していない場合は欠席とし
ます。それ以外は遅刻又は早退とします。
・上記に該当しないものに関しても、原則2／3以上受けていなければ欠席とします。
④公欠
下記の場合は、指定した届出の提出により公欠扱いとなります。
・忌引き（父母7日、祖父母・兄弟3日、三親等以内の親族1日、その他同居の親族
3日）
・学校が認めた就職活動（研修、インターンシップ、採用試験等）
・学校感染症にかかり医師が出席停止の必要があると診断した場合（医師による診断書
の提出が必要)
・居住地の天災
・公共交通機関の運転停止により登校が不可能な場合
・その他、学校長が必要と認めた場合
⑤再評価　
　　成績評価が不可となった場合、出席率が2／3以上の授業科目については、申請により
再評価を行います。
　　追試験
　　　　　　学校が定める正当な理由で試験を欠席した場合、申請書の提出により無料で追試
験を受験できます。
　　　　再試験
特別な理由がなく追試験に該当しない場合、再試験を受験することができます。
受験は全て1科目につき1,000円が必要です。
　　　　特別課題・補習授業
　　　　　　進級・卒業の再評価に伴う特別課題・補習授業等の審査が発生した場合は全て有
料とします。
（8）進級判定基準
進級は再評価後の単位取得状況が、下記の要件を満たす必要があります。
　　①取得単位数が所定の単位数の80％以上を取得していること
　　②実習科目の単位を全て取得していること
　　③原則として所定の学費を完納していること

（9）卒業認定基準
卒業は再評価後の単位取得状況が、下記の要件を満たす必要があります。
　①取得単位数が所定の単位数の90％以上を取得していること
②実習科目の単位を全て取得していること
③所定の学費を完納していること

（10）進級・卒業判定に必要な単位数
	コース
	進級
	卒業

	ペットスタイリストコース
	41単位
	86単位

	アニマルケアコース
	46単位
	95単位

	ベテリナリーテクニシャンコース
	43単位
	110単位

	ドッグトレーナーコース
	42単位
	86単位



（11）ライセンス受験資格
ライセンスの受験資格は、動物看護師統一認定試験を除き、履修している全授業科目を
合算した出席率が80％以上となります。

（12）取得単位数
	1年前期
	21単位

	1年後期
	30単位

	1年計
	51単位

	2年前期
	23単位

	2年後期
	21単位

	2年計
	44単位

	合計
	95単位


　 ペットスタイリストコース　　　　　　　　アニマルケアコース
	1年前期
	14単位

	1年後期
	43単位

	1年計
	57単位

	2年前期
	10単位

	2年後期
	38単位

	2年計
	48単位

	合計
	105単位



　　








	1年前期
	15単位

	1年後期
	38単位

	1年計
	53単位

	2年前期
	22単位

	2年後期
	47単位

	2年計
	69単位

	合計
	122単位


　ベテリナリーテクニシャンコース　　　　　 ドッグトレーナーコース
	1年前期
	14単位

	1年後期
	38単位

	1年計
	52単位

	2年前期
	13単位

	2年後期
	30単位

	2年計
	43単位

	合計
	95単位











（13）資格取得実績（2018年度）
1年
	資格
	認定団体
	受験
	合格
	合格率

	トリマー3級
	日本動物専門学校協会
	52名
	51名
	98％

	ペットケアアドバイザー
	日本動物専門学校協会
	48名
	41名
	85％

	ドッグインストラクター
	全国ペット協会
	47名
	43名
	91％

	家庭動物管理士3級
	全国ペット協会
	47名
	38名
	81％

	キャットグルーマーC級
	インターナショナルキャットクラブ
	48名
	46名
	96％


2年
	資格
	認定団体
	受験
	合格
	合格率

	トリマーC級
	ジャパンケネルクラブ
	24名
	24名
	100％

	ハンドラーC級
	ジャパンケネルクラブ
	1名
	1名
	100％

	トリマー1級
	日本動物専門学校協会
	24名
	23名
	96％

	トリマー2級
	日本動物専門学校協会
	5名
	5名
	100％

	動物介在福祉士
	日本動物専門学校協会
	63名
	61名
	97％

	キャットグルーマーB級
	インターナショナルキャットクラブ
	59名
	44名
	75％

	ペットスタイリストブロンズ
	ペットスタイリスト国際協会
	21名
	21名
	100％

	ドッグエステティシャンベーシック
	日本動物専門学校協会
	24名
	24名
	100％

	ドッグエステティシャンアドバンス
	日本動物専門学校協会
	24名
	24名
	100％

	動物管理士
	日本動物専門学校協会
	10名
	7名
	70％

	動物飼育管理士
	日本動物飼育協会
	10名
	10名
	100％

	水族飼育管理士
	日本動物飼育協会
	10名
	10名
	100％

	認定動物看護師
	動物看護師統一認定機構
	19名
	18名
	95％

	動物看護師
	日本動物専門学校協会
	19名
	18名
	95％

	ドッグトレーナー1級
	日本動物専門学校協会
	7名
	7名
	100％


（14）就職実績（2018年度）
	コース
	卒業
	就職希望
	就職
	進学
	就職率

	ペットスタイリスト
	26名
	26名
	26名
	
	100％

	アニマルケア
	10名
	8名
	8名
	
	100％

	ベテリナリーテクニシャン
	20名
	18名
	18名
	1名
	100％

	ドッグトレーナー
	7名
	7名
	7名
	
	100％

	合　計
	63名
	59名
	59名
	1名
	100％


主な就職先
　(株)デン・ケリー、(株)コジマ、(株)ジョイフル本田、アイ動物医療センターグループ
(株)ＭＯＦＦ、(株)フォレストヒルズ、神畑養魚(株)、(株)Ｏｎｅ Ｄｏ、 (株)マザー牧場、
牛久大仏動物公園、埼玉県こども動物自然公園、(株)ソルグリーン、市川動物病院
動物病院ハートランド、いわき動物病院、動物病院健心堂、オリーブペットクリニック
たのうえ動物病院、加藤動物病院、取手アルフォン動物病院、あすなろ動物病院
ファミリー動物病院、かもめ動物病院、長谷川動物病院、(有)冨田ファーム
(株)フリージア、Ｃｏｏ＆ＲＩＫＵ、ＡＨＢ Ｐｅｔ Ｐｌｕｓ、ジャパンペッツトレーディング(株)
ペットショップファミリーズ、センチェリーペット、愛犬美容室メグ、にゅうにゅう
ペットサロンルシアン、どうぶつのおうち、リボン、ドッグサロン＆ホテルＮＯＳＣＡ等　


3．教職員
（1）教職員数（2019年度）
	学科名
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数
	専任職員数

	動物総合学科
	6名
	11名
	17名
	5名



（2）教員の専門性
　動物に関する実践的な専門教育を提供するために、ペット業界で実務経験を積んだ教員が
授業を担当しており、就業規則及び教育研修規定に基づき年間研修計画を策定し、教員の
技術向上や授業改善、学生指導力の向上を図っている。


4．キャリア教育・実践的職業教育
（1）キャリア教育
　1年前期は動物に関する幅広い知識と技術を身につけた上で、、将来の職業に直結した
専門コースを選択できる教育課程としている。
また、教育課程に企業における実習やビジネスマナー、就職活動を支援する授業を取
り入れている。
（2）実践的職業教育
　ペット関連企業と連携してトリミングサロンやペットショップ、動物病院、観光牧場、水族館、
アニマルカフェ等において実習を行うことにより、業界の求める実践的スキルとコミュニケー
ション力、ビジネスマナーを修得した即戦力の人材育成を行っている。
また、ペット関連企業や業界団体役員で構成する教育課程編成委員会を設置し、委員会
で受けた助言・提言を教育課程の編成に反映させている。


5．様々な教育活動・教育環境
（1）学校行事
　4月 スポーツ交流会、健康診断、薬物乱用防止教室
5月　全国ペット協会就職説明会、学内企業説明会
10月　防災訓練、ハロウィンパーティー
11月　ドッグショー見学
12月　カットカーニバル
1月　日本動物専門学校協会主催全国トリミングコンテスト

（2）ボランティア活動
　校外清掃活動
石岡サマーフェスティバル、石岡のおまつり、ひな祭りにボランティアで参加

（3）動物介在活動
毎月2回石岡市内の福祉施設において動物介在活動を実施


6．学生の生活支援
（1）中途退学状況（2018年度）
　2018年4月1日時点の在学者  119名（2018年4月入学者含む）
　2019年3月31日時点の在学者 116名（2019年3月卒業者含む）
　中途退学者 3名　　中退率　2.5％　 
中途退学理由　体調不良1名、経済的理由2名

（2）中途退学防止のための取組
　個別面談、保護者面談、三者面談の実施


（3）就職支援
　学内就職説明会、全国ペット協会主催就職説明会、企業研修
就職対策授業、履歴書添削、模擬面接、求人情報の提供


7．学生納付金・修学支援
（1）学生納付金（2019年度）
	
	入学金
	授業料
	実習費
	施設設備費
	校外実習費
	合計

	1年
	150,000円
	480,000円
	300,000円
	200,000円
	120,000円
	1,250,000円

	2年
	―
	480,000円
	300,000円
	200,000円
	120,000円
	1,100,000円

	合計
	150,000円
	960,000円
	600,000円
	400,000円
	240,000円
	2,350,000円


※教材費、ライセンス受験料・登録料、コース選択時に必要な費用は別途徴収

（2）経済的支援制度
・特待生制度
・一人暮らしサポート制度
・遠距離通学サポート制度
・皆勤特待生制度
・提携学生寮紹介制度
※ホームページ「本学独自の経済的支援制度」に記載
http://www.aaa.ac.jp/keizai-support.html

（3）奨学金
・日本学生支援機構奨学金
・茨城県奨学資金
・地方公共団体、奨学金事業実施団体奨学金

（4）教育ローン
・国の教育ローン（日本政策金融公庫）
・常陽銀行教育ローン
・水戸信用金庫教育ローン
・茨城県信用組合教育ローン
・つくば銀行教育ローン
・ＪＡバンク教育ローン等


（5）提携教育ローン
・オリエントコーポレーション学費サポートプラン


8．学校の財務
ホームページ「情報公開に記載
貸借対照表　
http://www.aaa.ac.jp/pdf/zaimu03_bs.pdf
収支計算書　
http://www.aaa.ac.jp/pdf/zaimu01_shusihoukoku.pdf
財産目録　
http://www.aaa.ac.jp/pdf/zaimu04_mokuroku.pdf
監査報告書
http://www.aaa.ac.jp/pdf/zaimu06_kansa.pdf
事業報告書
http://www.aaa.ac.jp/pdf/zaimu05_businessreport.pdf


9．学校評価
ホームページ「情報公開」に記載
自己評価報告書・学校関係者評価報告書
　http://www.aaa.ac.jp/pdf/29jikotenken.pdf
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